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	【使用方法等】
	1.本品を包装容器から取り出し、滅菌水に浸す。
	2.本品を約30秒間滅菌水に浸し、ハイドロコロイド材をゲル状化させる。生理食塩水はゲル化の妨げになる可能性があるため使用しないこと。
	3.鉗子でつかみ、求められる部位に優しく挿入すること。最大の効果を得るために、手術部位及び粘膜を必ず覆うこと。
	4.ジェルニットは、スムースな抜去と移動を最小限にするために、抜去糸を患者の頬にテープで固定すること。
	ラピットパックは、移動を防ぐためにスワローガードを患者の頬にテープで固定すること。
	軟骨鼻錐体あるいは鼻柱の二次性壊死を防ぐために、抜去糸又はスワローガードは張力をかけずに頬あるいは骨鼻錐体に付着させること。
	5.抜去時には、抜去糸をつかみ、優しく引き抜くこと。
	6.RR300及びRR400は、72時間以内に除去すること。
	7.RR500、RR800及びラピットパックは、24時間以内に除去すること。
	1)ラピットパックは、本品を重度の頭部外傷を患う患者に使用する場合及び顔が解剖学的に本品の長さに適合しない場合、適用について医師の判断が必要になる。

